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＜参考＞

１．英文記述の適用レベル

適用レベル：Ｅ３

本標準の本文、付属資料および付録の文章および図に英文記述を含んでいる。

２．国際勧告等との関連

  本標準は、赤外線通信標準化団体IrDA(Infrared Data Association)において１９９７年１０月に採択

された標準IrTran-P（Infrared Transfer Picture）に基づいて定めたものである。

３．上記国際勧告等に対する追加項目等

３．１ オプション選択項目

  なし

３．２ ナショナルマター決定項目

  なし

３．３ 先行している項目

  なし

３．４ 追加した項目

  なし

３．５ 削除した項目

  なし

３．６ 国際勧告に対する修正内容

　なし

４．改版の履歴

版数 制定日 改版内容

第１版 １９９８年４月２８日 制定
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５．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

６．その他 

(1)参照勧告、標準等 

IrDA標準: 

 IrDA SIR(Serial Infrared Physical Layer Link Specification) 

 IrLAP(Serial Infrared Link Access Protocol) 

IrLMP(Serial Infrared Link Management Protocol) 

 Tiny TP (A Flow-Control Mechanism for use with IrLMP) 

 IrCOMM (Serial and Parallel Port Emulation over IR (Wire Replacement)) 
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<付録>

赤外線静止画転送プロトコル(IrTran-P)の概要紹介

IrTran-P は、IrDA 通信プロトコルを利用して静止画の転送を行うためのプロトコルである。1997

年になって IrDA の通信ポートを備えたデジタルカメラが数社から出荷されたが、IrDA プロトコルに

対応した通信ポートであるにも拘わらず、静止画データの交換に関する標準的な規格が存在しな

いため、メーカーが独自に用意した PC 用ソフトウェアによる PC 間通信や、対応プリンタ間の通信

のみに使用されていた。IrTran-P はこのような状況の中、静止画の転送に機能を絞ることで、さまざ

まな機能を有するデジタルカメラ間やデジタルカメラとプリンター・パーソナルコンピュータとの間で

のデータ交換方法を、短期間に統一し、ユーザーに使い易い機能を提供することを目的として規格

化された。シャッターを押せば写真が取れるという機能と同じように、送信ボタンを押せば受信側に

画像が転送され表示されるといった、わかりやすい機能の実現を目指している。そのため、IrTran-

P には、デジタルカメラのコントロールなどの機能を含んでいない。

IrTran-P は、IrCOMM の上位層として定義された SCEP(Simple Command Execute Protocol)と

bFTP(Binary File Transfer Protocol)というデータ交換のためのプロトコルと、静止画データフォーマ

ットである UPF(Uni Picture Format)とからなる。SCEPと bFTP は、IrLMP の上位層として定義するこ

とも可能であったが、

(1)現状の PC/PDA のインプリメントがIrCOMM ベースである

(2)IrTA によって公衆電話回線経由でのデータ交換が可能になる

ことを考慮して、IrCOMM の上位レイヤーとして定義されている。

SCEP は、エラーフリーという IrDA の特徴を生かして IrCOMM 上にセッションを確立し、コマンド

の実行を管理するとともに、大きなデータに対しては分割・再構成を行うことができる。bFTP は、簡

単な仮想ファイルシステムとバイナリーファイルの転送サービスを提供する。bFTP はまた、機能とデ

バイス特性の問い合わせ手段を持ち、転送に際して最も適切なデータを選択することを可能にして

いる。これらの機能によりIrTran-Pを使用すれば、ユーザーは機器の違いを意識することなく「絵を

選択して送信ボタンを押す」という操作で適切なデータを転送することが可能になる。

IrTran-P における UPF は、画像転送時の画像表現方法を規定している。デジタルカメラの相互

接続性を保証するためには、画像の表現方法を統一することが必須であり、IrTran-P ではこの UPF

を静止画の表現方法として採用した。UPF は、JPEG のベースライン方式と同じ圧縮手法を用いる

データ部と、撮影日時や写真の縦横等を記述したヘッダー部とから構成される。ヘッダー部にはメ

ーカー固有情報を追加することも可能で、将来にわたる拡張性を確保している。UPF は IrDA のプ

ロトコル定義とは違った技術分野であるため、本規格書では Appendix として記載されている。
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IrTran-P でのデータ転送の流れは以下のようになる。

(1)受信側を待受けモードにし、送信側で転送するデータを選択して送信ボタンを押す。

(2)送信側がディスカバリを行って IrCOMM のコネクションを張る。

(3)送信側 SCEP が"session establishment request"を送出し、受信側 SCEP から"session

established"を返す事でセッションが成立する。

(4)送信側が bFTP により Query を発行する。これにより、送信可能/受信可能な画素数、圧

縮フォーマット、デフォルトの画素数等の情報を相互に交換する。静止画転送に先立って

これらの情報を交換する事で、最も適したデータの転送を行うことができる。

(5)bFTP プロトコルにより、静止画データを転送する。データ転送は連続的に送信することも

可能である

(6)データ送信が終了すると、送信側 SCEP がセッションを切断し、IrCOMM に disconnect を

発行して IrDA のコネクションを切断する。

本規格書は全 4 章から構成される。第 1 章は、IrTran-P の開発目的/概要について述べている。

第 2 章では、IrTran-P をユーザーが使用するときの想定と操作方法について説明している。 第 3

章は、IrTran-P で使用する SCEP 及び bFTP それぞれのプロトコルについて具体的に解説する。

そして第 4 章は IrTran-P で使用する静止画の表現方法である UPF について解説する。




	　　



